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1は じ め に

「吟の精」は1992年度から吟醸酒専用の酒造好適米とし

て奨励品種に採用された。その諸特性は前報
1)で
報告した

が,需要者側で重要視される穀粒蛋白質含量は玄米では適

正範囲といわれる6～ 8%')に対しやや高い傾向が見られ

る。また,精米後においても高いことからこれまでの奨励

品種である「美山錦」以上に穀粒蛋白質含量に配慮した肥

培管理が必要と考えられる (表 1)。

このため,「吟の精」の玄米蛋自質含量に対する施肥窒

素の影響と上限値である8%に抑えるための施肥条件につ
いて検討した。

2試 験 方 法

(D 試験年次 :1990～ 1993年

12)試験場所 :秋田農試

13)供試品種 :吟の精,美山錦

に)試験区の構成と窒素追肥時期,量 :表 2の とおり

表 1 原料米としての分析値 (秋田県醸造試験場)

注  「美山錦」「吟の精」は奨決標肥区,「山田錦Jは醸
造試験場入荷品の平均値

(5)成分分析 :原料米としての成分分析は秋田県醸造試

験場で行った。

3 試験結果及び考察

基肥と玄米蛋自質含量との関係については基肥水準を 6

kg/10aと 8 kg/10aの 2段階にして試験を行ったが,い

ずれも基肥 8 kg/10a区で蛋白質含量が高 くなり,同 じ追

肥条件で比較した場合では6 kg/10a区に比べ有意な差が

認められた (図 1,図 3)。 また,基肥 8 kg/10a区では玄

米蛋自質含量が8%以上となってしまうことから基肥量は

少ない方が良いと考えられた。

分げつ期追肥 ,幼穂形成期追肥については単独で施用 し

た場合では有意な差は認められなかったが,基肥量が多い

場合や他の時期の追肥と組み合わせた場合では玄米蛋自質

含量を上昇させる傾向が見られた (図 2,図 3)。 また ,
減数分裂期追肥では玄米蛋白質含量が明らかに上昇し,有

表2 施肥条件 (N―kg/10a)

無効精米歩合
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注 分げつ期追肥は田植え後20日
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表 3 苗の種類・栽植密度と玄米蛋自質含量 (1992)

注 基肥6kg/10a,栽植密度はご当り株数
上段が玄米蛋白質含量,下段は玄米千粒重

量

（に
／
ａ
）

８
分
減

３
　
減

８
　
分

件条肥

６
分
減

施

６
　
減

６
　
分

♀

―
蛋
白
質

含
量

■
■
収
量蛋白
質
含
量

（％
）

収
　
　
量

〈“
／
ａ
）

ｏｌ
ｌ
蛋
自
質
含
量

□
■
収
量蛋白
質
含
貫

（％
）

収
　
　
量

（ヽ

／
ａ
）

ａ
　
　
　
３
　
　
　
●

蛋
白

質

含

量

〈
％

〉

図 1 収量と玄米蛋自質含量 (1990)
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図 2 収量と玄米蛋自質含量 (1991)

意な差が認められた。減数分裂期追肥を行うことで玄米千

粒重は増大し大粒化するが,蛋白質含量が高くなることは

需要者側の評価を低下させることにつながるため,こ の時

期の追肥は不適といえる (表 3)。

施肥窒素総量と玄米蛋自質含量との関係では総量で 8 kg

/10a以下では蛋自質含量はほぼ8%以内であるが10kg/
10a以上では8%を超える頻度が多くなり (図 4),生育相
から見ても稗長が伸び倒伏程度も大きくなる。 このため

「吟の精」の施肥窒素総量は 8 kg/10a以 下にするのが安

全だと考えられた。

4 ま と め

「吟の精Jの玄米蛋白質含量に対する施肥窒素の影響は

基肥量を多くした場合と減数分裂期の追肥で大きく,分げ
つ期,幼穂形成期の追肥では小さかった。また,玄米蛋自

質含量を8%以下にするためには施肥窒素総量を8 kg/10
a以下に抑えるべきであり,実際栽培においては基肥を 6

kg/10a程度としそれに幼穂形成期ころまでの 2 kg/10a

程度の追肥を組み合わせるのが良いと考えられた。
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図3 収量と玄米蛋自質含量 (1993)
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図4 施肥窒素総量と玄米蛋自質含量
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